
いばらき診療所こづる定例会では、在宅医療の風景の中から、こころに残る事例
や、大須賀発蔵先生のご講演を行って参りました。今回第１１回は、ご要望の多
かった問題を取り上げ、皆さまと考えていきたいと思います。多くの方から、在宅
医療の実際についての説明をとのご希望がありました。私たちの今まで取り上げて
きた話題は、在宅医療の中で出会ったものであることから、それらの話をよりご理
解いただくために、今回は在宅医療とはどのようなものか、どのような制度で行わ
れるものか、どのような問題があるのか、どのように始められるか、実際はどのよ
うに行われているかなどを少し詳しくご説明させていただきたいと考えております。
在宅医療は、言うならば古くて新しい、一つの先端的な医療であると考え、私た

ちは日々活動を行っております。従って、これからの定例会でのお話をより深くお
聞きいただくためにもその全体像を知っていただくことが大切であると考えており
ます。
また、大須賀発蔵先生には、テーマを絞らずに定例会の流れの中で感じたことな

どをお話ししていただく予定でおります。

皆様からのお話をいただく時間もとり、この会をより幅広く深いものにしていただけたと思いま
す。あまり会のテーマに縛られることなく、コメントなどをいただければ幸いです。
是非今回もご参加ください。

いのちをみとどけるいのちをみとどける

申込方法：当日の準備の都合がございますので、お名前、連絡先、所属機関を
ご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。

申込先：いばらき診療所こづる
〒311-3107 東茨城郡茨城町小鶴 127-1
電話：029-291-0055   FAX：029-291-1456
E-mail： ibckozuru@ibc.or.jp

参加費用：無料

問合先：いばらき診療所こづる 大森

FAXでのお申込の場合、この用紙をそのままお使いください。

お名前：

様

ご連絡先： 所属機関：

日時：２００９年３月１３日（金）18:00～20:00
会場：茨城県産業会館 中会議室 〒310-0801 水戸市桜川 2-2-35

いばらき診療所こづる
定例会 第１１回 ― 生と死へのまなざし ―


